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水俣市役所は、環境管理の国際規格

「ISO14001」を自己宣言しています。

再生紙を使用し、両面印刷で枚数を

抑制、その後リサイクルしています。

「広報みなまた」もリサイクルでき

ます。各家庭や事業所などでも、協

力をお願いします。

今月の表紙
楽しく走って、笑顔でゴール！

バラ園のバラが見頃を迎えた５月。

第４回みなまたローズマラソンが開

かれました。すっきりと澄んだ青空

に号砲が響くと、一斉に飛び出すラ

ンナーたち。速い人も、そうでない人

も。楽しんだ人が勝者です。

（５月14日撮影）

フォトリポート 

第４回みなまたローズマラソン

水俣病犠牲者慰霊式

まちのわだい
国水研が市に政策提言を提示 ほか

市役所からお知らせです
水俣市子ども議員体験 ほか

連載

ここカラ ～こころとカラダのお話～

エリカの「へゼリフ」

暮らしの情報
湯の児海水浴場海開き ほか

みな図書　日本一の読書のまちづくり

市長コラム「東奔西走」

フォトリポート 

ローズフェスタ春２０１７ ほか

がまだす水俣人辞典
「写心」で伝える「みなまた」 松村紀子さん

２
人
は
、一
般
の
参
加
者
や
沿
道
に

集
ま
っ
た
人
た
ち
と
交
流
し
な
が
ら
、

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
こ
の
ほ
か
、
大
会
の
テ

ー
マ
ソ
ン
グ
を
作
詞
・
作
曲
し
た
む

た
ゆ
う
じ
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
元
ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
な
ど
の
ラ
イ
ブ
が

開
か
れ
、
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
熊
本
県
作
業
療
法
士
会

が
、「
医
療
福
祉
」
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
今
回
初
め

て
出
展
し
、
電
動
車
い
す
の
体
験
コ

ー
ナ
ー
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
は
、
表
彰
式
の
ほ

か
、
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
水
俣
特
産

の
サ
ラ
ダ
タ
マ
ネ
ギ
を
景
品
に
受
け

取
っ
た
市
外
か
ら
の
参
加
者
は
「
こ

ん
な
に
た
く
さ
ん
！
」
と
大
喜
び
し

て
い
ま
し
た
。

フォトリポート

　

５
月
14

日
に
、
み
な
ま
た
ロ
ー
ズ

マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
と
水
俣
市

陸
上
競
技
協
会
が
、
エ
コ
パ
ー
ク
水

俣
で
み
な
ま
た
ロ
ー
ズ
マ
ラ
ソ
ン
を

開
き
ま
し
た
。
昨
年
は
熊
本
地
震
の

発
生
を
受
け
て
中
止
と
な
っ
た
た
め
、

２
年
ぶ
り
４
回
目
の
開
催
で
す
。

　

コ
ー
ス
は
、
エ
コ
パ
ー
ク
み
な
ま

た
内
を
中
心
と
す
る
３
㎞
、
５
㎞
、

10

㎞
の
３
つ
。
中
で
も
、
月
の
浦
橋
を

経
て
湯
堂
漁
港
を
折
り
返
す
10

㎞

の
コ
ー
ス
は
、
海
の
景
色
が
楽
し
め

る
う
え
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も
あ
っ
て

走
り
応
え
の
あ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
年
齢
や
性
別
に
よ
っ
て

分
け
ら
れ
た
26

種
目
に
、
市
内
外
か

ら
約
１
４
０
０
人
が
集
ま
っ
た
ほ

か
、
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
の
優
勝
経
験

者
、
坂
口
一
美
選
手
と
吉
松
千
草
選

手
も
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加
。

第４回 

みなまたローズマラソン

１_号砲とともに一斉にスタート！　2_ 坂口一美選手と並んで走る西田市

長　３_吉松千草選手は１0kmを 45分で走るペース設定。健脚自慢の

参加者たちがついていく　４_ 仲良くゴール！　５_ 足を傷めてしまって

も、参加者同士で助け合う　６_快走！　７_ 種目ごとに入賞者を表彰し

た　８_ 完走者には、順位とタイムを記載した「完走証」をその場で発行

９_ 趣向を凝らした衣装の参加者　10_そろって往年の映画スターになり

きった家族は、大津町から参加　11_ 晴天に恵まれて、気温もぐんぐん

上昇。給水でリフレッシュ！　12_ヒーローショーを披露した、熊本県作

業療法士会の皆さん　13_ 一緒なら、完走の喜びも２倍です♪

１

２

３

４

６

７

８

９

11

12

13

５

10
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■
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
☎
61
・
１
６
４
７

水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式

　

市
や
患
者
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
５
月
１
日
、エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
緑

地
で「
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
」を
行
い
ま
し
た
。
患
者
や
遺
族
、
市
民
な
ど
約
７
０
０
人
が
出

席
し
、
水
俣
病
の
犠
牲
と
な
っ
た
全
て
の
生
命
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

西
田
市
長
は
式
辞
で
、「
水
俣
病
を
経
験
し
た
ま
ち
と
し
て
、
日
本
の
環
境
首
都
と
し
て
、
世

界
中
で
水
俣
病
の
よ
う
な
水
銀
に
よ
る
環
境
汚
染
や
健
康
被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
情
報
発

信
に
努
め
、
福
祉
と
健
康
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
」
と
誓
い
ま
し
た
。

患
者
・
遺
族
代
表 

祈
り
の
言
葉

滝
下
昌
文
さ
ん

　

水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
に
あ
た
り
、

水
俣
病
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

私
は
昭
和
31

年
、
水
俣
病
公
式
確

認
の
年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
ま
れ
た

と
き
か
ら
水
俣
病
の
胎
児
性
患
者
で
す
。

そ
れ
で
、
健
康
な
自
分
を
知
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
頃
は
、
水
俣
市
立
病
院

に
入
院
し
、
そ
こ
か
ら
学
校
に
通
っ
て

い
ま
し
た
。
学
校
を
卒
業
し
、
私
た
ち

は
、
何
か
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
私
は
、
明
水
園
に
い
る
い
と
こ
の

た
め
に
歌
手
の
石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
を
水

俣
に
呼
べ
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

20

歳
代
に
な
っ
た
私
た
ち
は
、
「
石

川
さ
ゆ
り
さ
ん
を
招よ

ぶ
若
い
患
者
の

会
」
を
作
り
、
人
に
認
め
ら
れ
る
こ
と

を
し
た
い
と
思
い
、
「
石
川
さ
ゆ
り
オ

ン
ス
テ
ー
ジ
」
を
開
き
ま
し
た
。
自
分

た
ち
で
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た
り
、
チ
ケ

ッ
ト
を
売
っ
た
り
、
ビ
ラ
を
ま
い
た
り

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
定
員
を
超
え

る
人
た
ち
が
来
て
く
れ
て
、
コ
ン
サ
ー

ト
は
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
の
私
た
ち
の
活
動
や
コ
ン

サ
ー
ト
を
記
録
し
た
映
画
の
上
映
会
を

平
成
22

年
に
開
い
た
と
き
、
石
川
さ
ん

が
駆
け
つ
け
て
く
れ
て
、
私
た
ち
と
の

再
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
60

歳
代
に
な
る
節
目
の

年
に
、「
も
う
一
度
石
川
さ
ん
を
呼
ぼ
う
」

「
も
う
一
度
あ
の
頃
の
元
気
を
取
り
戻

そ
う
」
と
の
思
い
か
ら
、
「
若
か
っ
た

患
者
の
会
」
を
作
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て

き
た
仲
間
も
、
年
を
と
っ
て
体
が
思
う

よ
う
に
動
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
多
く
の
人
た
ち
に
助
け
ら
れ
、
今

年
の
２
月
、
「
石
川
さ
ゆ
り
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
度
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
多
く
の

人
に
来
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

昼
と
夜
の
２
回
開
催
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
夜
の
部
の
チ
ケ
ッ
ト
は
な
か
な
か

売
れ
ず
、
福
岡
や
熊
本
な
ど
売
っ
て
回

り
ま
し
た
。
知
り
合
い
に
も
買
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

当
日
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
た
く
さ

ん
の
人
が
来
て
く
れ
て
、
私
た
ち
に
対

す
る
熱
い
思
い
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
石
川
さ
ゆ
り
さ
ん

の
私
た
ち
に
対
す
る
温
か
い
思
い
や
り

を
感
じ
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
の
大
き
な
節
目
が
終
わ
り
ま

し
た
。
で
も
、
私
た
ち
の
人
生
は
こ
れ

か
ら
も
続
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
て

く
れ
た
親
や
家
族
を
失
く
し
た
仲
間
も

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
胎
児
性
の
患
者
で
あ
り
、

普
通
の
人
が
で
き
る
こ
と
も
で
き
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
後
も

力
を
貸
し
て
く
れ
る
皆
さ
ま
の
支
え
が
、

私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
生
き
る
力
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

に
あ
た
り
、
み
ん
な
の
が
ん
ば
り
を
身

近
に
感
じ
、
今
後
生
き
て
い
く
た
め
の

力
や
自
信
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
の
支
援
を
い
た
だ
き
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

過
去
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

私
た
ち
が
こ
う
し
て
精
一
杯
生
き
る
こ

と
が
、
息
子
や
、
未
来
に
向
か
っ
て
生

き
て
い
る
誰
か
の
心
の
支
え
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
思
い
を
寄
せ
て
く
れ
る
す

べ
て
の
皆
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

献花

西田市長
式辞

献水

滝下昌文さん
祈りの言葉
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1_ 名簿納めの儀　２・3_ 黙とう・鎮魂の鐘

4_ 慰霊式会場前の海　5_ 水俣病慰霊の碑

6_ 合唱団みなまた、水俣高校音楽部による

合唱

　
政府を代表して、水俣病の拡大を防げなかった

ことを、あらためて心からおわびします。

　かつてこの美しい海が汚され、甚大な健康被害

と環境汚染が生じ、平穏な地域社会に長年にわた

り不幸な亀裂がもたらされたことに、あらためて深

く思いを致さずにはいられません。国として、責任

を持って水俣病問題に対して取り組み、地域の皆さ

まが将来にわたって、安心して暮らしていける社会

を実現するために、引き続き全力を挙げます。

　「水銀に関する水俣条約」の発効を目前にしてい

ます。水俣病を経験した我が国だからこそ、経験や

教訓を世界に発信し、水俣病のような悲惨な公害

を繰り返さないよう、世界の水銀対策を牽引してい

きます。

　国として、公害のない、持続可能な社会の実現に

向け、自然環境を保全し、将来に継承していくため、

全力で取り組んでいくことを誓います。

祈りの言葉（要旨）

１ ２

３

４

５ ６

  国代表

　山本公一

　環境大臣

　当社は、ここ水俣で創業以来、１００年を超えて地

域の皆さまに支えられ、地域とともに歩んできまし

た。しかしながら、当社の工場排水により水俣病を

引き起こし、多くの方々が犠牲になられたこと、地域

の皆さまに多大なご迷惑をおかけしたことは、まこ

とに痛恨の極みであり、心よりおわびします。

　当社は、これまで患者の皆さまへの補償責任の完

遂を経営の至上命題に掲げ、必死の努力を重ねて

きました。事業会社であるＪＮＣがスタートして６年。

中国や新興国経済の減速、英国のＥＵ離脱、米国新

政権の動向など、世界の経済情勢の不透明感が高ま

っています。そうした中でも、グループの主力工場で

ある水俣製造所は、水俣病の反省に立ち、環境・安

全に配慮したものづくりと、水力・太陽光発電など

再生可能エネルギー事業へ積極的に取り組むこと

で、収益基盤を強化し、補償責任の完遂と地域社会

への発展に努めていきます。

　そして、これからも患者の皆さまが安心して暮ら

せるよう、関係自治体が検討する必要な施策にも協

力していきます。このことが、犠牲となった方々の鎮

魂のため、国・県ほか関係各位からのご支援に応え

るための当社の歩む道と考え、なおいっそうの経営

努力を重ねていくことをここに誓います。

　私たちは授業などを通して、水俣病について学ん

できました。患者さんとの交流から、苦しみを乗り

越え、明るく前向きに生きる姿に、私は勇気をもら

いました。中でも心に残ったのは、水俣市出身とい

うだけで差別を受けたということです。残念ながら、

差別は今でも起きています。これは、あってはいけ

ないことです。

　私たちの学校では、ベルマークを集めて、熊本地

震で被災した小学校に長縄を送りました。水俣病

発生後に水俣市が取り組んできた「もやい直し」か

ら学んだ、みんながつながり助け合うことで困難を

乗り越えられるということを、地震で苦しむ人たち

のために生かすことができたと思います。

　堂々と水俣市出身といえるような水俣にするた

めに、水俣病についての正しい知識や、水俣市民が

取り組んでいる環境を守る活動を、みんなに知って

もらうことが大切だということを、私は、水俣病学

習を通して学んできました。起きてしまったことは、

なかったことにはできません。水俣病のような悲し

い出来事を繰り返さないために、私たちは何をす

ればよいのかを考え、実行し続けたいと思います。

　私たちは水俣の環境を守り続け、二度と同じ過

ちを起こさない未来を作っていくことを誓います。

  県代表

　蒲島郁夫

　熊本県知事

  チッソ㈱代表

　森田美智男

　代表取締役社長

  小・中・高校生代表

　　浦本恋
れ も ん

萌さん

　　水俣一小６年

　もしあのときこうしていればと振り返ることはで

きますが、失われた命が戻ることはありません。水

俣病の被害拡大を防ぐことができなかった熊本県

行政の代表者として、あらためておわびします。

　水俣病では、弱い立場の方々が、かけがえのない

命や健康を奪われたうえ、地域からの孤立を余儀

なくされてきました。常に弱い立場の方々の目線に

立って、これからも県政の最重要課題として、水俣

病被害者の方々に寄り添いながら、問題解決のた

めに取り組みます。

　５月１日は、私にとって特別の日です。多くの皆さ

まと共に水俣病犠牲者の方々に祈りを捧げ、水俣

病問題に真摯（しんし）に向き合い、解決に向けて

努力を続け、このような悲劇を二度と繰り返さない

覚悟を、あらためて自分自身に問う日です。

　県として、水俣病問題の解決に向けて全力で取

り組むことを誓います。
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仲間と息を合わせて奏でる音色

ゴールデンサウンズ 11th ライブ
4/2

　

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
（
望
月
靖
所
長
）
が
、
政

策
提
言
を
市
に
対
し
て
行
い
ま
し

た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
27

年
２

月
に
市
と
締
結
し
た
「
水
俣
市
と

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

と
の
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協

定
」
に
基
づ
い
て
、
地
域
創
生
に

向
け
て
目
指
す
地
域
社
会
像
と
そ

の
実
現
方
法
を
策
定
す
る
た
め
に

「
み
な
ま
た
地
域
創
生
ビ
ジ
ョ
ン

研
究
会
」
を
設
置
。
こ
の
提
言
は

そ
こ
で
重
ね
た
議
論
の
結
果
を
踏

ま
え
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

袋
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
そ
の

Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
活
動
す
る
ゴ
ー
ル
デ

ン
サ
ウ
ン
ズ
が
、
市
文
化
会
館
で
演

奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

11

回
目
と
な
る
今
回
は
、
全
３
部

で
構
成
。
第
１
部
で
は
、
結
婚
し
た

ば
か
り
の
メ
ン
バ
ー
が
い
る
こ
と
か

ら
「
愛
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
曲
を
集

め
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
映
画
・
ゲ
ー
ム
の
テ
ー

マ
曲
や
演
歌
、
激
し
い
ロ
ッ
ク
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
合
わ
せ

て
20

曲
を
披
露
。
息
の
合
っ
た
演
奏

に
、
観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

市との包括的連携協定に基づいて

国水研が市に政策提言を提示
3/28

湯の児への観光アクセスが便利に！

県道水俣田浦線（大迫工区）が開通
3/30

　

水
俣
・
芦
北
地
域
振
興
計
画
の
主

要
事
業
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
県
道
水
俣
田
浦
線
の
う
ち
、
大

迫
の
外ほ
か
び
ら平
地
区
と
舛ま
す
と斗
地
区
の
間
の

７
１
０
ｍ
が
完
成
し
、
開
通
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

国
道
３
号
の
熊
本
方
面
か
ら
湯
の

児
温
泉
へ
の
最
短
ル
ー
ト
と
な
る
こ

の
区
間
は
、
こ
れ
ま
で
道
幅
が
狭
く

自
動
車
同
士
の
す
れ
違
い
や
歩
行
者

な
ど
の
通
行
に
危
険
が
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
道
路
は
片
側
１
車
線
で
歩
道

も
整
備
さ
れ
、
地
域
の
交
通
安
全
や

観
光
ア
ク
セ
ス
の
向
上
に
よ
る
活
性

化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲西田市長（左）に政策提言書を手渡した望月所長（右）

利用者に、よりよい環境を

明水園で改修工事の起工式
4/7

　

市
は
、
市
立
明
水
園
の
利
用
者

の
居
住
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の

改
修
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
日

は
、
工
事
の
着
工
を
前
に
安
全
を

祈
願
す
る
起
工
式
が
、
市
立
明
水

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
水
俣
病
患
者
の
療

養
施
設
と
し
て
昭
和
47

年
12

月
に

開
所
し
ま
し
た
。
水
俣
病
の
公
式

確
認
か
ら
61

年
が
経
ち
、
利
用
者

の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
個
室
化
整
備
の
ほ
か
、
空
調

設
備
の
更
新
や
浴
室
の
改
修
な
ど
、

療
養
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

まちのわだい
7 広報みなまた2017.6.1

東日本と熊本、被災地に思いを届ける

震災支援チャリティーコンサート
4/9

　

震
災
被
災
地
を
支
援
す
る
た
め
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
も
や

い
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
水
俣
の
ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が
中
心
と
な
っ
て

平
成
23
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
７
回
目
。
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
を
支
援
す
る
目
的

で
始
ま
り
、
昨
年
か
ら
は
熊
本
地
震

の
被
災
地
へ
も
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
活
動
に
賛

同
し
た
市
内
外
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
な
ど
が
出
演
。
会
場
に
募
金
箱
を

設
置
し
て
集
め
た
募
金
や
バ
ザ
ー
な

ど
の
収
益
の
一
部
を
、
被
災
地
支
援

の
た
め
に
寄
附
し
ま
し
た
。

▲タレントのかなぶんやさんも、バンドや司会で参加

　

渕
上
道
昭
さ
ん（
市
渡
瀬
・
71

歳
）

が
、旭
日
双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

平
成
11

年
に
市
議
会
議
員
に
初
当

選
以
来
、
16

年
に
わ
た
り
公
務
に
精

励
。市
議
会
副
議
長
、総
務
産
業
常
任

委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
地

方
自
治
の
確
立
に
尽
力
し
ま
し
た
。

市
の
行
財
政
運
営
の
健
全
化
や
地
域

経
済
の
浮
揚
な
ど
に
大
き
く
寄
与
し

た
ほ
か
、
平
成
15

年
に
発
生
し
た
水

俣
土
石
流
災
害
で
は
、
災
害
現
場
で

の
人
命
救
助
や
被
災
者
支
援
、
生
活

再
建
な
ど
に
尽
力
。
災
害
の
教
訓
を

生
か
し
た
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」に
も
多
大
に
貢
献
し
ま
し
た
。

安心できる市民生活のために尽力

渕上道昭さんに旭日双光章
4/29

　

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
茶
部
会
が
、
薄

原
の
み
な
ま
た
茶
加
工
セ
ン
タ
ー

で
、
七
十
七
夜
献
茶
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。
神
事
の
後
に
今
年
の
お

茶
が
振
る
舞
わ
れ
、
出
席
者
が
新

茶
の
色
や
味
、
香
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。
西
田
市
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
今
年
は
水
俣
市
で
『
全
国
地
紅

茶
サ
ミ
ッ
ト
』
が
開
か
れ
る
。
み

な
ま
た
の
お
茶
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
近
く
の
茶
園
で
は
、

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
の
職
員
な
ど
が
茶

娘
の
姿
で
茶
摘
み
を
行
い
、
み
な

ま
た
茶
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

今年もできました！ 県内一の早出し茶

「みなまた茶」七十七夜献茶祭
4/21

地域防災の主役が訓練の成果を披露

平成 29 年度水俣市消防点検
　

市
と
水
俣
市
消
防
団
が
浜
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
平
成
29

年
度
水
俣
市

消
防
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。
市

内
の
消
防
団
員
な
ど
が
参
加
し
て
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。

【
成
績
】

○
規
律
の
部

　

（
優
勝
）
第
４
分
団

○
放
水
競
技
・
ポ
ン
プ
車
の
部　

　

（
優
勝
）
第
３
分
団
第
５
部
、（
２

　

位
）
第
７
分
団
第
23
部
、（
３
位
）

　

第
５
分
団
第
15
部

○
同
・
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

（
優
勝
）
第
１
分
団
第
９
部
、（
２

4/23

▲展示訓練で統制された動作を披露した団員たち

　

位
）
第
４
分
団
第
17
部
、（
３
位
）

　

第
３
分
団
第
４
部



君
が
未
来
の
水
俣
を
つ
く
る
！

「
水
俣
市
子
ど
も
議
員
体
験
」

　　

議
員
体
験
や
市
内
の
探
検
を
通

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
自

分
の
ア
イ
デ
ア
を
市
に
提
案
し
ま

す
。
も
し
か
す
る
と
、
そ
の
ア
イ

デ
ア
で
、
将
来
の
水
俣
が
変
わ
る

か
も
！

　

参
加
者
に
は
す
て
き
な
参
加
賞

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

用
紙
は
、
学
校
で
配
布
す
る
ほ
か
、

希
望
者
に
は
郵
送
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時
・
テ
ー
マ　

○
７
月
25
日
㈫　

市
議
会
議
員
と

　

お
話
し
し
て
み
よ
う
！

○
８
月
10
日
㈭　

市
内
の
探
検

○
８
月
17
日
㈭　

ま
ち
づ
く
り
の

　

夢
を
市
長
に
提
案
し
て
み
よ
う
！

■
場
所　

市
役
所
仮
庁
舎
、
水
俣

環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

■
対
象
者　

全
日
程
に
参
加
で
き

る
市
内
の
小
学
６
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で

■
定
員　

16
人

■
申
込
締
切
日　

６
月
28
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
☎ 

61
・ 

１
６
５
９

市
議
会
６
月
定
例
会
は

６
月
９
日
㈮
開
会
で
す

　

誰
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
も
視
聴
で
き
ま
す
。

■
期
間　

６
月
９
日
㈮
〜
29
日
㈭

◆
一
般
質
問　

■
日
時　

６
月
20
日
㈫
〜
22
日
㈭

９
時
30
分
〜

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
も
や
い

ホ
ー
ル

◆
委
員
会

■
日
時　

６
月
23
日
㈮
、
26
日
㈪

９
時
30
分
〜

■
場
所　

市
役
所
仮
庁
舎
２
階
会

議
室

■
問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局
☎

61
・
１
６
６
１

第
49

回
「
が
ん
サ
ロ
ン
（
未

来
へ
）
定
例
会
」
開
催

　

が
ん
患
者
と
患
者
家
族
が
対
象

で
す
。
支
援
を
し
た
い
人
も
参
加

で
き
ま
す
。
交
流
会
で
は
、
お
茶

と
お
菓
子
を
用
意
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
16
日
㈮　

14
時
〜

（
２
時
間
程
度
）

■
場
所　

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
西
館
６
階

■
内
容　

○
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

　

ム
と
ロ
コ
ト
レ
に
つ
い
て
」
市

　

立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー　

リ
ハ

　

ビ
リ
技
術
科　

佐
藤
友
昭
療
法

　

士
長

○
交
流
会
（
意
見
交
換
会
）

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療
支
援
室
☎

63
・
８
８
３
３

介
護
施
設
入
所
者
の
声
を

聞
く
「
介
護
相
談
員
」

　

６
月
か
ら
介
護
相
談
員
が
市
内

の
介
護
施
設
を
毎
月
１
回
訪
問
し

ま
す
。　

　

介
護
相
談
員
は
、
入
所
者
や
そ

の
家
族
か
ら
悩
み
や
不
安
な
ど
の

話
を
聞
き
、
そ
の
解
決
に
向
け
て

活
動
し
ま
す
。
悩
み
や
不
安
な
ど

が
、
介
護
相
談
員
か
ら
施
設
に
伝

え
ら
れ
る
こ
と
で
施
設
と
入
所
者

（
家
族
）
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い

関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
入

所
者
が
安
心
し
て
過
ご
し
て
も
ら

え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
施
設

※
今
年
度
中
に
２
カ
所
追
加
予
定

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
健
康

課
☎
63
・
３
０
５
１

市役所
から

お知らせです

議
会

医
療
セ
ン
タ
ー

介
護

グループ
ホーム

○こうらく（浜町）

○ゆうゆう（塩浜町）

○ニチイのほほえみ（長野町）

特別養護
老人ホーム

○生
お き

喜の里　（月浦）

○ビハーラまどか（石坂川）

○和光苑（袋）

介護付有料
老人ホーム

○尚光苑（深川）

教
育

◆
訂
正
と
お
詫
び

広
報
み
な
ま
た
５
月
15

日
号
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
訂
正
箇
所
】

巻
末
・
暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

６
月
14

日
㈬
「
献
血
」

（
誤
）
河
村
電
気

（
正
）
河
村
電
器

8広報みなまた2017.6.1

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す

◆
野
焼
き
と
は
？　

　

家
庭
ご
み
な
ど
を
法
で
定
め
る

焼
却
施
設
の
構
造
基
準
施
設
以

外
で
燃
や
す
こ
と
で
す
。「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
廃
棄
物
処
理
法
」
）｣

で
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
野
焼
き
の
具
体
例
は
？

　

ド
ラ
ム
缶
、
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
、
素

掘
り
の
穴
、
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
焼
却
炉
な
ど
、一
般
家
庭
ご
み

の
焼
却
の
ほ
と
ん
ど
が
野
焼
き
に

該
当
し
ま
す
。

◆
野
焼
き
に
罰
則
は
あ
る
の
？

　

野
焼
き
を
し
た
人
に
は
廃
棄
物

処
理
法
に
よ
り
５
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、

（
ま
た
は
両
方
）
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

◆
焼
却
が
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る

場
合

　

廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
例
外
と

し
て
焼
却
が
認
め
ら
れ
る
の
は

◯
国
や
地
方
公
共
団
体
が
施
設
管

　

理
を
行
う
た
め
必
要
な
場
合
（
河

　

川
敷
の
草
焼
き
、
道
路
の
そ
ば

　

の
草
焼
き
）

◯
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
、
復
旧

　

の
た
め
必
要
な
場
合

◯
風
俗
習
慣
上
・
宗
教
上
の
行
事

　

を
行
う
た
め
に
必
要
な
場
合
（
正

　

月
の
ど
ん
ど
や
）

◯
農
業
・
林
業
・
漁
業
で
や
む
を
得

　

ず
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
（
農

　

業
者
の
稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
、

　

林
業
者
の
伐
採
し
た
木
の
枝
な

　

ど
の
焼
却
、
漁
業
者
の
魚
網
に

　

付
着
し
た
海
産
物
の
焼
却
）

◯
た
き
火
な
ど
の
日
常
生
活
を
営

　

む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
軽
微
な
も

　

の(

た
き
火
、
落
ち
葉
た
き
、キ
ャ

　

ン
プ
フ
ァ
イ
ア)

※
例
外
的
に
認
め
ら
れ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
近
隣
住
民
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
声
を
掛
け
る
な

ど
十
分
配
慮
し
、
風
向
き
、
時
間
帯

な
ど
に
注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
近
隣
か
ら
の
苦
情
が
あ
る
場

合
は
行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
野
焼
き
の「
許
可
」は
で
き
ま
せ
ん

　

廃
棄
物
処
理
法
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
た
め
、
許
可
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
野
焼
き
の
苦
情
・
相
談

　

野
焼
き
に
関
す
る
苦
情
、
相
談

を
行
う
人
は
、
必
ず
野
焼
き
の
場

所
、
状
況
、
氏
名
、
連
絡
先
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。
指
導
内
容
と
結
果

を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
で
す
。（
相

談
者
の
氏
名
を
公
表
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
）

　

市
で
対
応
・
指
導
で
き
な
い
ケ

ー
ス
も
あ
り
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、

現
場
確
認
や
関
係
機
関
と
の
調
整

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
の
時
間

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
☎
61
・

１
６
１
３

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

廃
棄
物
は
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

　

ご
み
な
ど
の
廃
棄
物
を
決
め
ら

れ
た
方
法
以
外
で
捨
て
る
こ
と
は
、

不
法
投
棄
で
す
。

　

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
（
廃
棄
物
処
理
法
）
」

の
規
定
に
基
づ
き
処
罰
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
５
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金

（
ま
た
は
両
方
）
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

◆
不
法
投
棄
は
ダ
メ
！

　

「
こ
の
く
ら
い
大
丈
夫
だ
ろ
う
」

と
軽
率
な
気
持
ち
で
不
法
投
棄
を

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
不
法
投
棄

は
環
境
汚
染
の
原
因
と
な
り
、
近

隣
住
民
に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

　

不
法
投
棄
で
他
人
に
迷
惑
を
か

け
た
場
合
、
不
法
行
為
と
し
て
損

害
賠
償
責
任
が
発
生
し
ま
す
。

　

廃
棄
物
は
必
ず
決
め
ら
れ
た
方

法
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
定
期
的
に
不
法
投
棄

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
不
法
投
棄
の
情
報
が
寄

せ
ら
れ
た
場
合
、
速
や
か
に
対
応

し
、
警
察
に
連
絡
す
る
な
ど
厳
し

く
対
処
し
て
い
ま
す
。

◆
土
地
の
所
有
者
、
管
理
者
に
お

願
い

　

自
分
の
土
地
に
ご
み
を
捨
て
た

人
が
判
明
し
な
い
場
合
、
土
地
の

所
有
者
（
管
理
者
）
が
自
ら
の
責
任

で
片
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
特
別
な
理
由
（
周
囲
の

生
活
環
境
へ
の
多
大
な
悪
影
響
が

あ
る
場
合
な
ど
）
が
な
い
限
り
、
私

有
地
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
（
不
法

投
棄
物
）
は
撤
去
・
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　

土
地
所
有
者
（
管
理
者
）の
皆
さ

ん
は
不
法
投
棄
さ
れ
な
い
よ
う
に

対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
策
例　

周
囲
に
杭
（
囲
い
）
、

ネ
ッ
ト
、ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
。

｢

不
法
投
棄
禁
止｣

の
看
板
を
立
て

る
。（
市
で
も
看
板
を
提
供
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
☎
61
・

１
６
１
３

▼
市
内
山
中
に
廃
棄
さ
れ
た
ご
み

防災行政無線の内容が聞き取れないときは、

☎６２-６２２２で内容確認できます（火災は☎６３-６６６６）

nformationＩ

環
境
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市役所
から

お知らせです

み
ん
な
で
楽
し
も
う
！

読
書
の
日
お
は
な
し
会

　

家
庭
や
学
校
、
地
域
で
読
書
を

推
進
す
る
た
め
に
、
水
俣
市
教
育

委
員
会
が
平
成
19
年
に
、
毎
月
第

２
・
第
４
土
曜
日
を
「
読
書
の
日
」

と
定
め
ま
し
た
。
市
立
図
書
館
で

は
、
「
読
書
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
、

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
絵
本
を
読

ん
で
き
た
読
み
手
に
よ
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
会
を
開
催
し
ま
す
♪

■
実
施
日

■
時
間　

11
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

市
立
図
書
館
え
ほ
ん
の

へ
や

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
☎
 

63
・
８
４
０
１
（
月
曜
休
館
）

く
ま
も
と
里
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
補
助
金
２
次
募
集
！

　

県
は
、
農
林
水
産
業
や
農
山
漁

村
の
多
面
性
を
さ
ら
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
、
持
続
可
能
で
元
気
な
農

山
漁
村
を
目
指
す
「
く
ま
も
と
里

モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
震
災
復
興
の
取
り
組

み
を
重
点
に
、
住
民
主
体
の
地
域

活
動
を
支
援
し
、
県
下
全
域
に
「
笑

顔
」
を
広
げ
、
地
域
の
「
誇
り
」

を
再
生
・
創
出
し
、
震
災
か
ら
の

創
造
的
復
興
を
図
る
地
域
活
動
の

立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
た
め
、
平

成
29
年
度
の
活
動
団
体
支
援
（
補

助
金
）
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
事
業
実
施
要
領
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
援
（
補
助
金
）
の
内
容　

次

の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
地
域

活
動
の
立
ち
上
げ
を
支
援
し
ま
す
。

上
限
は
50
万
円
で
す
。

○
美
し
い
景
観
の
保
全
・
創
造

○
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・

　

創
造

○
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
内
発

　

的
産
業
の
創
造

※
震
災
復
興
に
役
立
つ
取
り
組
み
、

初
め
て
こ
の
事
業
を
申
請
す
る
者

の
取
り
組
み
な
ど
を
優
先
し
て
採

択
し
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間　

６
月
１
日
㈭

〜
16
日
㈮

■
採
択
予
定
件
数　

50
件
程
度

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課
☎
 

61
・
１
６
３
４

市
民
文
化
祭

一
般
参
加
者
募
集
！

　　

11
月
３
日
㈮
〜
５
日
㈰
に
開
催

す
る
市
民
文
化
祭
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

展
示
の
部
・
芸
能
の
部
が
あ
り

ま
す
。

■
参
加
資
格　

次
の
い
ず
れ
も
満

た
す
人

○
市
内
に
拠
点
を
置
い
て
文
化
活

　

動
を
行
う
個
人
ま
た
は
団
体

○
実
行
委
員
会
や
準
備
、
片
付
け

　

に
参
加
で
き
る
こ
と

■
申
込
締
切
日　

７
月
３
日
㈪

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
文

化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
生
涯

学
習
課
内
）
☎
 61
・
１
６
３
９

「
小
学
生
国
際
交
流
事
業
」

楽
し
く
英
語
で
ふ
れ
あ
お
う

　

外
国
人
の
先
生
や
、
た
く
さ
ん

の
友
達
と
一
緒
に
、
楽
し
く
英
語
で

遊
び
た
い
小
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
日　

７
月
27
日
㈭
・
28
日
㈮

■
場
所　

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市

立
少
年
自
然
の
家

■
対
象　

団
体
活
動
が
で
き
る
市

内
小
学
校
の
４
〜
６
年
生

■
参
加
料　

３
５
０
０
円

※
水
俣
国
際
交
流
協
会
の
会
員
は

２
千
円

■
定
員　

30
人
程
度

■
内
容　

英
語
を
使
っ
た
グ
ル
ー

プ
活
動
、
ゲ
ー
ム
、
野
外
活
動 

な
ど

■
申
込
締
切
日　

６
月
19
日
㈪

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
協
会
員

を
優
先
し
、
そ
の
ほ
か
は
抽
選
に

よ
る
選
考
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
国

際
交
流
協
会
事
務
局
（
政
策
推
進

課
内
）
☎
 61
・
１
６
０
６

期日 テーマ 絵本

６月 10 日㈯
あなたもきっと
カエルになれる

『ぴょーん』 他

６月 24 日㈯
来てからのお楽
しみ♪

お・た・の・し・み♪

７月８日㈯
七夕 - なつのは
じまり -

『たなばたぷーるびらき』
他

７月 22 日㈯ 怖い話 『いちにちおばけ』他

市
立
図
書
館

補
助
金

国
際
交
流

市
民
文
化
祭
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６
月
に
入
り
、
梅
雨
の
時
期
で
す
ね
。

私
の
出
身
地
の
ア
メ
リ
カ
・
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
州
で
は
、
梅
雨
の
よ
う
に
雨
が
続
く

時
期
が
あ
り
ま
せ
ん
。
留
学
時
代
に
東

京
の
梅
雨
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
九
州
の

梅
雨
の
規
模
に
驚
き
ま
し
た
。

　
気
象
庁
に
よ
れ
ば
、
水
俣
の
１
年
間
の

平
均
降
水
量
は
約
2
1
0
0
㎜
、
そ
の

う
ち
7
9
0
㎜
は
６
〜
７

月
に
降
る
そ
う
で
す
。
そ

れ
に
比
べ
て
、
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
の
年
間
降
水
量
は
約

8
7
5
㎜
と
、
水
俣
の
半

分
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ

に
規
模
が
違
い
ま
す
ね
！

　
私
は
、
雨
が
好
き
で
す
。

少
し
変
わ
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
雨
の
降

る
音
を
聴
く
と
心
が
落
ち

着
き
ま
す
。
雨
音
を
聴
き

な
が
ら
、
部
屋
の
中
で
読

書
し
た
り
ご
ろ
ご
ろ
し
た

り
す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
は
水
俣
よ
り
も
雷
雨
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
被
害
を
起
こ
す
ほ
ど
の
嵐
は

ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
雷
が
鳴
っ
て
も
怖

が
る
こ
と
は
な
く
、
逆
に
自
然
の
力
に
わ

く
わ
く
し
ま
す
。

　
で
も
、
雨
は
好
き
な
の
に
、
正
直
な
と

こ
ろ
梅
雨
は
き
ら
い
で
す
。
毎
日
の
よ
う

に
雨
が
続
い
て
青
空
が
見
え
な
い
と
、
ず

っ
と
ア
パ
ー
ト
に
閉
じ
こ
も
り
、
気
分
が

「
病
気
に
な
る
の
は
自
分
」
じ
ゃ

済
ま
な
い「
た
ば
こ
の
煙
」

　♥
自
分
だ
け
の
問
題
で
は
な
い

　
周
り
の
人
の
健
康
も
損
な
う

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
約
5
3
0
0
種

類
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
い
て
、

そ
の
う
ち
約
70
種
類
は
発
が
ん
性
物

質
で
す
。
こ
れ
ら
の
物
質
は
、
の
ど
、

肺
な
ど
煙
が
直
接
触
れ
る
部
位
だ
け

で
な
く
、
血
液
を
通
じ
て
全
身
に
運

ば
れ
、
全
身
の
が
ん
の
原
因
に
な
る

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
以
外
に
も
、
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
（
C
O
P
D
）
、
心
筋
�
塞
な
ど

の
心
疾
患
や
脳
卒
中
、
妊
婦
さ
ん
で

は
早
産
や
低
体
重
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
子
ど

も
や
赤
ち
ゃ
ん
の
場
合
、
受
動
喫
煙

に
よ
っ
て
、
喘
息
や
「
乳
幼
児
突
然
死

症
候
群
（
S
I
D
S
）
」
を
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
分
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
、
や
め
ら

れ
な
い
！
」
と
い
う
人
で
も
、
周
り
の

人
の
た
め
に
、
本
数
を
減
ら
す
、
吸
う

場
所
を
考
え
る
な
ど
、
受
動
喫
煙
防

止
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

♥
禁
煙
、や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
日
本
で
は
、
毎
年
５
月
31
日
の
「
世

界
禁
煙
デ
ー
」
か
ら
６
月
６
日
ま
で

の
１
週
間
を
「
禁
煙
週
間
」
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
禁
煙
し
よ
う
と
思
っ
た
人
、
ひ
と

り
で
頑
張
る
の
も
い
い
で
す
が
、
禁

煙
外
来
を
受
診
し
て
、ニ
コ
チ
ン
パ
ッ

チ
や
飲
み
薬
を
利
用
す
る
の
も
一
つ

の
方
法
で
す
。

　
思
い
た
っ
た
が
吉
日
！ 

　

こ
の
記
事

を
読
ん
で
い
る
間
に
も
、
カ
ラ
ダ
は

た
ば
こ
の
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
回
復
し
よ

う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
よ
！

♥15

   

♥
問
い
合
わ
せ
　
水
俣
市
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
62
・
３
０
２
８

ー こころとカラダのお話 ー

【禁煙週間中】愛煙家には耳が痛いお話。

でも、自分のため、大切な人のため。

今月も【ここ♥カラ】お届けします。

落
ち
込
み
ま
す
。
蒸
し
暑
い
た
め
食
べ
物

は
早
く
傷
み
、
浴
室
な
ど
は
カ
ビ
が
出

や
す
い
で
す
。
初
め
て
梅
雨
を
経
験
し
た

と
き
に
、
雨
の
量
よ
り
も
カ
ビ
が
広
が
る

速
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　
さ
て
こ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
豆
知
識
で

す
♪ 

ア
メ
リ
カ
人
は
、
雨
が
降
っ
て
も
傘

を
差
し
ま
せ
ん
。
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
は
車
社
会
な
の
で
、

　
　
　
　
日
本
ほ
ど
外
を
歩
く
必
要
が

　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本

　
　
　
　
と
比
べ
て
湿
度
が
低
く
、
エ
ア

　
　
　
　
コ
ン
も
普
及
し
て
い
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
ぬ
れ
て
も
速
く
乾
き
ま
す
。
そ

　
　
　
　
し
て
、
傘
を
差
さ
な
い
一
番
の

　
　
　
　
理
由
は
、
傘
は
「
ダ
サ
い
」
と

　
　
　
　
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
梅
雨
が
終
わ
れ
ば
、
青
空

　
　
　
　
が
き
れ
い
な
暑
い
夏
が
始
ま
り

　
　
　
　
ま
す
。
暑
さ
に
も
少
し
弱
い
で

　
　
　
　
す
が
、
い
い
天
気
な
の
で
心
が

　
　
　
　
軽
く
な
り
、
ア
パ
ー

ト
を
出
て
散
歩
す
る
こ
と
が

好
き
で
す
。
じ
め
じ
め
し
た

梅
雨
を
我
慢
し
て
、
そ
の
後
に

待
っ
て
い
る
青
空
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

題字／エリカ

エリカのへゼリフ
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暑
い
夏
は
も
う
す
ぐ
だ
！

湯
の
児
海
水
浴
場
海
開
き

　

夏
も
目
前
、
湯
の
児
海
水
浴
場

の
安
全
を
祈
願
し
て
、
海
開
き
の

神
事
を
行
い
ま
す
。
地
元
園
児
に

よ
る
初
泳
ぎ
も
あ
り
ま
す
。

■
開
催
日
時　

６
月
４
日
㈰　

11

時
〜

■
場
所　

湯
の
児
海
水
浴
場　

■
問
い
合
わ
せ　

（
一
社
）
み
な
ま

た
観
光
物
産

協
会
☎
63
・

２
０
７
９

地
域
子
育
て
交
流
サ
ロ
ン

「
ど
ん
ど
ん
ル
ー
ム
」

　

ど
ん
ど
ん
ル
ー
ム
は
、
誰
で
も

気
軽
に
集
え
る
楽
し
い
憩
い
の
遊

び
場
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
に
は
予
約

が
必
要
で
す
。

■
６
月
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

○
７
日
㈬　

ハ
ー
ブ
講
座　

（
ア

　

ロ
マ
香
水
・
練
り
香
水
作
り
）

○
14
日
㈬　

ほ
っ
こ
り
ヨ
ガ
（
ハ

　

ー
ブ
テ
ィ
ー
付
き
）

○
15
日
㈭　

親
子
製
作
（
父
の
日

　

製
作
）

○
21

日
㈬　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ガ

　

（
妊
婦
さ
ん
対
象
）

○
26
日
㈪　

助
産
師
・
大
橋
久
美

　

子
さ
ん
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

※
毎
週
月
曜
日
に
は
、
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
あ

り
ま
す
。

■
開
園
日
時　

毎
週
㈪
〜
㈮　

９

時
30
分
〜
12
時

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

み
ど
り

の
森
こ
ど
も
園
内
ど
ん
ど
ん
ル
ー

ム
・
園
田
☎
62
・
１
５
３
４

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

★
ぐ
り
ぐ
り
園
の
み
な
ま
た
茶

講
座

　

水
俣
の
「
薄
原
」
、
「
石
飛
」
で

育
っ
た
新
鮮
な
茶
葉
を
使
っ
て
お

茶
を
お
い
し
く
飲
む
講
座
で
す
。

　

お
茶
に
つ
い
て
の
豆
知
識
や
い

れ
方
を
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら

楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

■
日
時　

６
月
８
日
㈭　

13
時
30

分
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

１
０
０
円
（
材
料
代
）

■
定
員　

15
人
程
度　

★
牛
乳
パ
ッ
ク
de

椅
子
づ
く
り

教
室

　

牛
乳
パ
ッ
ク
24
個
で
椅
子
を
作

り
ま
す
。
実
は
と
っ
て
も
丈
夫
で
、

子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
が
座

っ
て
も
大
丈
夫
。
環
境
に
も
優
し

い
椅
子
で
す
。

※
こ
の
椅
子
に
使
え
る
カ
バ
ー
を

７
月
の
イ
ベ
ン
ト
で
作
り
ま
す
。

■
日
時　

６
月
９
日
㈮　

13
時
30

分
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
持
参
品　

牛
乳
パ
ッ
ク
（
１
０

◎税務課

　市民税係☎ 61 ｰ 1610

　収納対策室☎ 61 ｰ 1630

　固定資産税係☎ 61 ｰ 1620

◎市民課　

　戸籍住民係☎ 61 ｰ 1611

　年金医療保険係☎ 61 ｰ 1633

　市民生活係☎ 61 ｰ 1656

◎福祉課

　生活支援室（総務）☎ 61 ｰ 1640

　　　　　　  （生活支援）☎ 61 ｰ 1670

　子ども子育て支援室☎ 61 ｰ 1660

　障がい福祉支援係☎ 61 ｰ 1650

◎環境課

　環境政策室☎ 61 ｰ 1612

　環境衛生係☎ 61 ｰ 1613

　水俣病・もやい推進係☎ 61 ｰ 1647

　環境クリーンセンター☎ 62 ｰ 4101

◎いきいき健康課

　健康推進係☎ 62 ｰ 3028

　高齢介護支援室☎ 63 ｰ 3051

◎都市計画課建築住宅係☎ 61 ｰ 1621

◎土木課道路維持係☎ 61 ｰ 1625

◎下水道課☎ 61 ｰ 1627

◎水道局☎ 63 ｰ 2604

◎教育総務課☎ 61 ｰ 1637

※その他の窓口は☎ 63 ｰ 1111 へ

　お尋ねください。

暮
ら
し
の

　   
情
報

０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
容
器
）
24
個

■
参
加
料　

１
０
０
円
（
材
料
代
）

■
定
員　

15
人
程
度

※
イ
ベ
ン
ト
で
使
う
牛
乳
パ
ッ
ク

を
集
め
て
い
ま
す
。
洗
っ
て
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
に
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
84
・
９
９
０
９

（
開
館
11
時
〜
18
時
、
日
祝
休
館
）

レ
ッ
ス
ン
無
料
体
験
！

ダ
ン
ス
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ル

　

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
ス
ト
リ
ー
ト

ダ
ン
ス
の
無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン
を

開
催
し
ま
す
。
基
礎
か
ら
学
べ
、

体
力
作
り
も
し
ま
す
。
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

６
月
16
日
㈮
・
23
日
㈮

○
キ
ッ
ズ　

18
時
30
分
〜
19
時
30
分

○
ジ
ャ
ズ　

19
時
30
分
〜
21
時

○
ス
ト
リ
ー
ト
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

　

21
時
〜
22
時

■
対
象
者　

４
歳
〜
60
歳
の
人

■
場
所　

も
や
い
館
４
階
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
持
参
品　

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服

■
問
い
合
わ
せ　

ダ
ン
ス
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ル
☎
０
９
９
・
２
９

７
・
５
５
７
７
／
平
井
☎
０
９
０
・

８
８
３
２
・
７
８
０
４

催  し

12広報みなまた2017.6.1

「くまモンだったら間違いない！」
と手に取った。ブルービーの森
で、たくさんの生き物たちとくま
モンが一緒に過ごす中で、みん
なで力をあわせることの大切さ
が描かれていた。
くまモンがバッシャーン！ と池に入ってしまったり、
体をブルブルふるわせて水を飛ばす場面などは、子
どもも大好き。何回読んでも子供も大人もあきない。
本文に英訳も付けてあって、「そんな風に『友だち』
を訳すんだ」とプラスの楽しみもあった。あまりの
楽しさに友人の出産祝いにプレゼントすると、とて
も喜ばれた。子どもたちへのプレゼントにもぴった
りな、老若男女誰にでもオススメできる読み継がれ
ていってほしい絵本。

■知的社会人 1 年目の本の読み方／山口謡司

■ゆとりの美学。／前田健太

■忙しい人のための家事をラクにする収納／梶ケ谷陽子

■さらば愛しき魔法使い／東川篤哉

■ニャンニャンにゃんそろじー／有川浩 ほか

■もりのとしょかん／ふくざわゆみこ

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内６月特設コーナー ■

「気になる！？タイトル」

思わず二度見してしまう…なんだか気になってしょう
がない…なぜそんなタイトルにしたのか聞きたくなる
ような本を集めました。どんな中身かは読んでのお楽
しみです♪

��������������������������近人気の本！最

  開館：火曜日～金曜日 ９時～ 19 時 （土日祝日は17時まで）

みな図書　日本一の読書のまちづくり

　  みな図書川柳
　満足感　映画館より　本一冊

 　　詠
よ

み人
びと

  小島 康之 さん  （31 歳・桜ヶ丘）

オススメ本

『くまモンとブルービーのなかまたち』
（中央法規）文／葉山祥鼎・絵／ハヤマテイジ

田中 あゆみ さん・あさひ ちゃん

 子育ての心がけ 「 健康第一 」

in こどもセンターオススメオススメ

みなまた環境
絵本『すずこ』

会
・
佐
々
木
☎
 ０
９
０
・
６
７
７
６

・
２
０
８
０

論
理
的
な
有
機
栽
培
を
学
ぼ
う

「
土
つ
く
り
」
講
演
会

　

土
壌
分
析
に
よ
る
施
肥
設
計
、

太
陽
熱
養
生
処
理
に
よ
る
土
壌
性

質
向
上
な
ど
を
学
べ
る
、
科
学
的
・

論
理
的
な
有
機
栽
培
技
術
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

※
７
月
１
日
㈯
か
ら
環
境
配
慮
型

農
業
実
践
塾
（
野
菜
編
）
も
開
催

し
ま
す
。
チ
ラ
シ
な
ど
で
周
知
予

定
で
す
。

■
日
時　

６
月
18
日
㈰　

13
時
〜

19
時　

※
第
１
部　

13
時
〜
16
時
／
第
２

部　

16
時
〜
19
時

■
場
所　

市
公
民
館
第
一
研
修
室

■
内
容　

○
第
１
部
「
土
壌
分
析
の
必
要
性
」

○
第
２
部
「
国
内
先
進
地
事
例
紹

　

介
」

※
ど
ち
ら
か
の
部
の
み
の
参
加
で
も
可

■
定
員　

20
人
程
度

■
参
加
料　

無
料

■
講
師　

㈱
ジ
ャ
パ
ン
・
バ
イ
オ
・

フ
ァ
ー
ム　

栽
培
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト　

浅
野
健
治
さ
ん

■
申
込
締
切
日　

６
月
15
日
㈭

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
・

芦
北
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
☎
 

82
・
５
５
７
２

県
環
境
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
作
り
」

　　

い
ら
な
く
な
っ
た
う
ち
わ
に
新

聞
紙
の
カ
ラ
ー
部
分
を
貼
り
付
け

て
ち
ぎ
り
絵
を
作
り
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

う
ち
わ
で
涼
を
感
じ
ま
せ
ん
か
？

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
15
日
㈯　

10
時
〜

12
時

■
場
所　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

先
着
30
人
程
度

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
締
切
日　

７
月
８
日
㈯

■
申
し
込
み
方
法 　

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６
７

ー
０
０
５
５
、
明
神
町
55
番
１
号

県
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
62
・
２
０
０
０

／
FAX
　

62
・
１
２
１
２
／
メ
ー
ル

ce
n

te
r@

k
u

m
a

m
o

to
-e

co
.jp

（
原
則
、
月
曜
休
館
）

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
の
運
動
教
室

「
は
ら
っ
ぱ
運
動
教
室
」

　

ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
・
ミ
ズ
ノ

が
考
案
し
た
「
ヘ
キ
サ
ス
ロ
ン
」
は

「
走
る
」
「
跳
ぶ
」
「
投
げ
る
」
な

ど
運
動
発
達
に
必
要
な
基
本
動
作

を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
開
発

さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
友
達

と
一
緒
に
遊
び
を
通
じ
て
楽
し
く

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

■
日
時　

６
月
11
日
㈰　

10
時
〜

11
時
30
分

※
雨
天
時
は
６
月
18
日
㈰

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
陸
上

競
技
場

■
対
象
者　

小
学
生

■
定
員　

先
着
20
人
程
度

■
参
加
料　

１
人
５
０
０
円

■
服
装　

運
動
が
で
き
る
服
、
運

動
靴

■
持
参
品　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

■
申
し
込
み
方
法　

６
月
10
日
㈯

ま
で
に
氏
名
、
学
年
、
性
別
、
電

話
番
号
を
管
理
事
務
所
に
直
接
申

し
込
む
か
、 

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

エ
コ
パ

ー
ク
水
俣
管
理
事
務
☎
 62
・
７
５

０
１
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）
／
メ
ー
ル

in
fo

@
m

in
am

ata-ko
u

e
n

.co
m

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の
こ

と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど

の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
の
皆
さ
ん
、

一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？

　

月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

６
月
24
日
㈯　

10
時
〜

12
時

■
場
所　

西
念
寺

■
問
い
合
わ
せ　

不
登
校
家
族
の
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介
護
支
援
専
門
員

受
験
準
備
講
習
会

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
な
ど
の
資
格
取
得
を
支

援
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
す
る
人
、

働
く
上
で
必
要
な
資
格
を
取
得
し

就
業
を
支
援
す
る
た
め
、
講
習
会

を
実
施
し
ま
す
。

　

受
講
料
は
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、

検
定
料
は
自
己
負
担
）
で
、
託
児

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
も
満
た

す
人

○
県
内
の
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
お

　

母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
、
ま
た
は
、

　

過
去
に
ひ
と
り
親
家
庭
で
あ
っ

　

て
現
在
は
単
身
の
再
婚
し
て
い

　

な
い
人

○
希
望
す
る
講
習
会
の
全
日
程
に

　

出
席
可
能
で
、
技
能
・
資
格
取

　

得
に
意
欲
の
あ
る
人

○
平
成
29
年
度
本
試
験
の
受
験
を

　

予
定
し
て
い
る
人

■
日
時

○
熊
本
会
場

　

８
月
11
日
㈮
〜
９
月
１
日
㈮
の

　

毎
週
㈮
（
４
回
）
９
時
30
分
〜

　

15
時
30
分

○
天
草
会
場　

　

８
月
８
日
㈫
〜
８
月
29
日
㈫
の

　

毎
週
㈫
（
４
回
）
９
時
30
分
〜

　

15
時
30
分

■
場
所　

○
熊
本
会
場　

　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
天
草
会
場

　

本
渡
地
区
公
民
館

■
申
込
締
切
日　

７
月
13
日
㈭

※
申
込
書
は
福
祉
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
福
祉
課
子
ど

も
子
育
て
支
援
室
☎
61
・
１
６
６
０

応
急
手
当
が
命
を
救
う

普
通
救
命
講
習
会

　

応
急
手
当
の
正
し
い
知
識
と
技

術
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
救
急
法

の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

講
習
を
受
講
し
て
か
ら
３
年
を

経
過
し
た
人
は
、
再
講
習
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
２
日
㈰　

９
時
〜

12
時

■
場
所　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部

■
対
象
者　

中
学
生
以
上

■
定
員　

30
人
程
度

■
受
講
料　

無
料　

■
内
容　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
り
扱
い
方
法
、
そ
の
他
の
応

急
手
当
な
ど
の
実
技

■
申
込
受
付
期
間　

６
月
12
日
㈪

〜
27
日
㈫

■
申
し
込
み
方
法　

申
込
書
は
水

俣
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。

※
過
去
に
受
講
し
て
修
了
証
を
持

っ
て
い
る
人
は
、
申
込
書
と
一
緒

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

消
防
本

部
警
防
課
☎
63
・
１
１
９
１

発
達
障
が
い
へ
の
理
解
を
深

め
る
講
演
会

　　

熊
本
県
と
熊
本
市
が
連
携
し
て
、

発
達
障
が
い
に
関
す
る
講
演
会
を

し
ま
す
。

■
演
題　

「
学
習
障
が
い
の
概
論

と
支
援
に
つ
い
て
〜
学
齢
期
か
ら

青
年
期
〜
（
仮
）
」

■
日
時　

７
月
17
日
㈪　

９
時
30

分
〜
12
時
30
分
（
受
付
９
時
〜
）

■
場
所　

市
文
化
会
館

■
講
師　

福
岡
教
育
大
学　

中
山

健
教
授　

■
定
員　

３
０
０
人

■
申
し
込
み
方
法　

「
熊
本
県
・

熊
本
市
連
携
発
達
障
が
い
に
関
す

る
講
演
会
」
と
明
記
し
、
氏
名
、

市
町
村
、
連
絡
先
を
記
入
し
て
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

７
月
７
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

熊
本

県
南
部
発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
わ
る
つ
☎
０
９
６
５
・
62
・

８
８
３
９
／
FAX 

０
９
６
５
・
32
・

８
９
５
１　

総
合
体
育
館

児
童
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

　

児
童
プ
ー
ル
開
始
に
伴
い
、
プ

ー
ル
監
視
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

期
間
や
勤
務
時
間
は
相
談
に
応

じ
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

４
人
程
度
（
高
校
生

も
可
）

■
期
間　

７
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰
、

８
日
㈯
、
９
日
㈰
、
15
日
㈯
〜
17

日
㈪
、
７
月
20

日
㈭
〜
８
月
31

日
㈭

■
勤
務
時
間　

９
時
40
分
〜
17
時

10
分
（
実
働
６
・
５
時
間
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市

振
興
公
社
事
務
局
☎
62
・
３
５
０
４

募  集

【
有
料
広
告
】
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平
成
29

年
度
熊
本
県
毒
物

劇
物
取
扱
者
試
験

　

農
薬
や
さ
ま
ざ
ま
な
化
学
薬
品

の
う
ち
、
毒
性
の
強
い
も
の
は
「
毒

物
お
よ
び
劇
薬
取
締
法
」
に
よ
り

「
毒
物
」
ま
た
は
「
劇
物
」
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
農
薬

な
ど
の
販
売
に
あ
た
っ
て
は
、「
毒

物
劇
物
取
扱
責
任
者
」
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毒
物
劇
物
取
扱
責
任
者
の
資
格

を
得
る
た
め
の
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
８
日
㈫　

10
時
〜

12
時

■
場
所　

東
海
大
学
付
属
熊
本
星

翔
高
等
学
校
（
熊
本
市
）

■
願
書
受
付
期
間　

６
月
５
日
㈪

〜
16
日
㈮

■
受
験
手
数
料　

１
万
７
０
０
円

（
熊
本
県
収
入
証
紙
に
よ
る
）

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
水
俣
保

健
所
☎
63
・
４
１
０
４

国
家
公
務
員
税
務
職
員

採
用
試
験

■
第
１
次
試
験
日　

９
月
４
日
㈰

■
受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
高

　

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

　

を
卒
業
し
た
人

②
平
成
30
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

　

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を 

卒

　

業
す
る
見
込
み
の
人

■
試
験
の
程
度　

高
校
卒
業
程
度

■
申
し
込
み
方
法　

人
事
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp

:

//w
w

w
.jin

ji-sh
iK

e
n

.g
o

.jp
/

ju
k

e
n

.h
tm

l

■
申
込
受
付
期
間　

６
月
19
日
㈪

９
時
〜
28
日
㈬
（
受
信
有
効
）

■
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
九
州
事

務
局
☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
７
３
３

後
見
人
に
な
っ
て

社
会
貢
献
を
し
よ
う

★
水
俣
市
民
後
見
人
等
養
成

講
座
受
講
者
募
集

　

後
見
人
と
し
て
の
業
務
を
適
切

に
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識･

技

術
を
習
得
し
、
将
来
、
市
民
後
見

人
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
目
指

す
人
を
募
集
し
ま
す
。
家
族
の
立

場
で
身
内
の
人
の
後
見
人
と
な
る

事
を
考
え
て
い
る
人
に
も
お
勧
め

し
ま
す
。

※
後
見
人
と
は
、
判
断
能
力
の
低

下
し
た
人
に
代
わ
っ
て
財
産
管
理

な
ど
を
行
う
人
で
、
家
庭
裁
判
所

か
ら
選
任
さ
れ
た
人
の
こ
と
で
す
。

■
日
程　

８
月
５
日
㈯
、
19
日
㈯
、

９
月
２
日
㈯
、
23
日
㈯
、
29
日
㈮
、

10
月
14
日
㈯
（
終
日
あ
り
ま
す
）

■
場
所　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議

会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

■
受
講
資
格　

次
の
い
ず
れ
も
満

た
す
人

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

受
講
者
（
こ
れ
か
ら
受
講
予
定

　

の
人
を
含
む
）

○
全
て
の
日
程
に
出
席
で
き
る
人

■
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

７
千
円
程
度
が
別
途
必
要
）

■
申
込
締
切
日　

７
月
14
日
㈮

★
市
民
後
見
人
等
養
成
講
座

受
講
予
定
者
説
明
会

　

成
年
後
見
講
演
会
に
伴
い
、
市
民

後
見
人
養
成
講
座
の
受
講
を
検
討
中

の
人
を
対
象
に
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

★
成
年
後
見
講
演
会

　

家
族
・
親
族
へ
の
成
年
後
見
制

度
の
活
用
を
考
え
て
い
る
人
な
ど

を
対
象
に
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
、
専
門
家
が
わ
か
り
や
す
く
話

し
を
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
１
日
㈯　

10
時
〜

12
時

※
９
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
開
始

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
会
議
室

■
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
方
法　

前
日
ま
で
に

電
話
、
メ
ー
ル
な
ど
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
（
水
俣
市
社

会
福
祉
協
議
会
内
）
☎
63
・
２
０

４
７
／
メ
ー
ルk

e
n

riyo
g

o
-c@

m
in

a
m

a
ta

-sh
a

k
yo

.jp

「
歯
の
衛
生
週
間
」

無
料
歯
科
検
診
実
施

　

水
俣
芦
北
郡
市
歯
科
医
師
会

の
各
診
療
所
で
無
料
歯
科
検
診
を

実
施
し
ま
す
。
気
軽
に
検
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

80
歳
で
健
康
な
20
本
以
上
の
歯

が
残
っ
て
い
る
人
に
は
、
粗
品
を

進
呈
し
ま
す
。

■
期
間　

６
月
５
日
㈪
〜
10
日
㈯

■
場
所　

伊
藤
歯
科
医
院
、
出
来

田
歯
科
医
院
、
な
が
た
歯
科
医
院
、

み
の
だ
歯
科
医
院
、
浮
池
歯
科
医

院
、
深
水
歯
科
医
院

■
内
容　

無
料
歯
科
検
診
、
歯
科

用
品
進
呈
、
８
０
２
０
達
成
者
へ

の
粗
品
進
呈

■
問
い
合
わ
せ　

な
が
た
歯
科
医

院
☎
63
・
２
６
７
１

伝言板

【
有
料
広
告
】
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年
金
出
張
相
談

７
月
〜
９
月
の
日
程
で
す

　

八
代
年
金
事
務
所
に
よ
る
水
俣

会
場
の
相
談
日
な
ど
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

　

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
方
法　

相
談
者
の
氏

名
、
基
礎
年
金
番
号
（
年
金
手
帳
や

年
金
証
書
、
納
付
書
な
ど
に
記
載
）
、

電
話
番
号
、
相
談
内
容
、
希
望
日
、

希
望
会
場
を
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
と
き
な
ど
、
希
望

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
代
理
人
に
よ
る
相
談
や
、
郵
送

で
可
能
な
手
続
き
に
つ
い
て
も
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

相
談
日
の
２
日
前

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

八
代
年
金

事
務
所
☎
０
９
６
５
・
35
・
６
１
２
３

相
続
手
続
が
簡
単
に
！

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」

　

５
月
29
日
㈪
か
ら
全
国
の
法
務

局
で
、
各
種
相
続
手
続
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
法
定
相
続
情

報
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

現
在
の
各
種
相
続
手
続
で
は
、

亡
く
な
っ
た
人
の
戸
籍
・
除
籍
謄

本
な
ど
の
束
を
各
種
窓
口
に
何
度

も
出
し
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
登
記
所
（
法
務

局
）
に
戸
籍
・
除
籍
謄
本
な
ど
の

束
と
と
も
に
「
相
続
関
係
を
一
覧

に
表
し
た
図
（
法
定
相
続
情
報
一

覧
図
）
」
を
提
出
す
れ
ば
、
登
記

官
が
そ
の
一
覧
図
に
認
証
文
を
付

け
た
証
明
書
を
無
料
で
交
付
し
ま

す
。
そ
の
後
の
各
種
相
続
手
続
は
、

法
定
相
続
情
報
一
覧
図
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
戸
籍
・
除
籍
謄
本
な

ど
の
束
を
何
度
も
出
し
直
す
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

熊
本
地
方
法
務

局
☎
 ０
９
６
・
３
６
４
・
２
１
４
５

節
電
で
最
大
２
千
円
分
当
た
る
♪

「
九
州
エ
コ
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
」

　

九
州
エ
コ
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
は
、

九
州
全
体
で
二
酸
化
炭
素
の
削
減

を
進
め
る
た
め
、
九
州
７
県
と
経

済
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
「
九
州

炭
素
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
推
進
協
議

会
」
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
登
録
し
て
節
電
し
、
３

カ
月
分
の
検
針
票
を
提
出
す
る
と

コ
ン
ビ
ニ
や
道
の
駅
な
ど
で
使
え

る
ポ
イ
ン
ト
券
が
抽
選
で
当
た
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
九
州
の
特
産
品

が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。  

　

ポ
イ
ン
ト
券
が
使
え
る
店
舗
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
内
容　

抽
選
で
１
３
９
０
人
に
、

昨
年
比
で
の
節
電
結
果
に
応
じ
て

ポ
イ
ン
ト
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

○
電
気
使
用
量
が
削
減
で
き
た
人

　

２
千
ポ
イ
ン
ト
（
２
千
円
分
）

○
削
減
で
き
な
か
っ
た
人

　

千
ポ
イ
ン
ト

■
募
集
期
間　

〜
７
月
21
日
㈮

■
応
募
方
法　

①
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
申
し
込

　

む
と
、
検
針
票
の
提
出
用
封
筒

　

が
も
ら
え
ま
す
。

②
節
電
し
て
７
月
〜
９
月
分
の
検

　

針
票
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

０
ー
０
８
４
４
、
熊
本
市
中
央
区

水
道
町
８
の
６ 

朝
日
生
命
ビ
ル

11
階
、
ポ
イ
ン
ト
運
営
管
理
事
務

局
（
㈱
日
本
ト
ー
タ
ル
テ
レ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
内
）
☎
 ０
５
７
０
・
０

８
７
・
３
３
５
／
FAX
０
５
７
０
・
６

６
６
・
６
１
２
／
メ
ー
ルin

fo
@

q
-

e
co

life
.co

m

／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://q
-eco

life
.co

m

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
は
、
携
帯
電

話
な
ど
で
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
っ
て
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

相談日
相談時間 9:30 ～ 15:30

（12:00 ～ 13:00 は除く）
会場 定員

７月
13 日㈭

もやい館
先着

各10人

27 日㈭

8 月
10 日㈭

24 日㈭

9 月
14 日㈭

28 日㈭

水俣市長 西田 弘志

とうほんせいそう

【♪】お二人の前で歌った『初恋』
　　一生の思い出です！

　新たなガイドブック『水俣堂々』を発刊しま

した。水俣市民を中心に２年間にわたって取

材を重ね、新しい水俣を紹介しています。

　大きな困難を経験した本市は、教訓をもとに

「環境と経済の両立するまちづくり」を進めて

きました。その努力が実り、国の「環境モデ

ル都市」として認定され、「日本の環境首都」

の称号を得ました。『水俣堂々』はそうした得

がたい風土への愛情と誇り、そこで日々営みを

続ける人々の高い志を主役として構成されてい

ます。このガイドブックを手に取って、より多く

の人が水俣市を訪れてくれることが大変楽しみ

です。

　『水俣堂々』の発刊を記念して、由紀さお

り・安田祥子童謡コンサートを開催しました。

由紀さんと安田さんは、美しい童謡を次の世

代に残す活動を 30 年以上も続けています。こ

の活動と、本市が進めている「市民が誇りを

もてる故郷を次の世代に残す」という思いが、

今回のコンサートへつながりました。

　『故郷（ふるさと）』や『赤とんぼ』といっ

た童謡の他にも、本市が取り組む「初恋のま

ちづくり」にちなみ、村下孝蔵さんの『初恋』

を水俣高校合唱部のみなさんと一緒に歌って

頂きました。由紀さん・安田さんと高校生が織

りなすハーモニーに、心打たれました。

　お二人の美しい歌声と洗練されたトークで

あっという間に時間は流れ、終了後は来場者

との握手会を引き受けていただき、最後まで

素晴らしいコンサートとなりました。

　今後本市も、お二人の精力的な活動に負け

ないよう、次世代の子どもたちのために「輝く

水俣」づくりを推進していきます。

東奔西走

17 広報みなまた2017.6.1
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フォトリポート

　

５
月
３
日
〜
21

日
の
間
、
市
は
エ

コ
パ
ー
ク
水
俣
バ
ラ
園
で
、
ロ
ー
ズ

フ
ェ
ス
タ
春
２
０
１
７
を
開
催
し
ま

し
た
。
６
５
０
０
株
の
バ
ラ
が
見
頃

を
迎
え
た
会
場
は
、
市
内
外
か
ら
訪

れ
た
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
期
間
中
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
津
軽
三
味
線
奏
者
の
髙
﨑
裕
士

さ
ん
や
ビ
エ
ン
ト
、
ア
マ
チ
ュ
ア
音

楽
家
な
ど
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
水

俣
高
校
吹
奏
楽
部
と
書
道
部
に
よ

る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
バ
ラ
の
花
び
ら
を

１_6500 株のバラが、訪れる人を華や

かな香りでお出迎え　２_ 併設の物産

展も大にぎわい　３_ バラの花びらでブ

レスレットを手作りした２人は、出水市

から遊びに来てくれました　４・7・11_

一つ一つ個性的な姿で咲くいろいろな

品種のバラ　５_ 水俣高校生による書

道パフォーマンス　６_管理のために摘

み取った花は、来場者に無料で提供。

色とりどり、形もさまざま、どれにしよ

うか目移りしてしまいます　８_ 髙﨑裕

士さんの津軽三味線コンサート　９_

エコバラちゃんも大人気　10・12_ み

なまた茶でおもてなし

ローズフェスタ
２０１7

6500株のバラの香りに包まれる

使
っ
て
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
や
し
お
り
を

作
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
参
加

し
た
人
は
色
と
り
ど
り
の
花
び
ら
か

ら
お
気
に
入
り
を
選
ん
で
、
自
分
だ

け
の
作
品
作
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
３
日
に
は
、
み
な
ま

た
茶
の
振
る
舞
い
も
行
わ
れ
、
味
と

香
り
が
来
場
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

今
年
11

月
に
は
、
水
俣
市
で
「
全

国
地
紅
茶
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
７
in

水
俣
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
が
水
俣
を
訪
れ
る
こ

の
機
会
に
向
け
て
、
市
は
、
み
な
ま

た
茶
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

春

１

２

３

７

８９

10

11

12

４

５

６
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「食」を通して水俣をＰＲ♪

水俣フードフェスティバル

　

５
月
20

日
に
、
久
木
野
寒
川
地
区

で
、
「
棚
田
の
あ
か
り
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
か
つ
て
こ
の
地
を
開
墾
し
て
水

田
を
作
っ
た
ご
先
祖
さ
ま
に
、
「
今
で

も
耕
作
を
し
て
い
ま
す
」
と
伝
え
る
た

め
に
、
地
域
の
人
が
中
心
と
な
っ
て
毎

年
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
地
元
の
音
楽
家
や
「
ビ

エ
ン
ト
」
の
路
上
コ
ン
サ
ー
ト
の
ほ
か
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
伝
統
芸

能
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
竹
の
た
い
ま

つ
に
火
を
と
も
す
と
、
暮
れ
て
ゆ
く
稜

線
を
揺
れ
る
炎
が
照
ら
す
幻
想
的
な

景
色
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

５
月
13

日
・
14

日
に
道
の
駅
み

な
ま
た
で
、
水
俣
市
飲
食
業
同
業

組
合
が
「
水
俣
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
、
水
俣
、
芦
北
、

出
水
の
飲
食
店
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自

慢
の
「
う
ま
い
も
ん
」
を
携
え
て

大
集
合
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
参
加
者
の
に
ぎ
わ
い

と
料
理
の
お
い
し
そ
う
な
匂
い
で
い

っ
ぱ
い
。
熊
本
県
産
の
黒
毛
和
牛

を
使
っ
た
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
を
は
じ

め
、
し
ら
す
や
「
み
な
ま
た
ス
ウ
ィ

ー
ツ
」
な
ど
、
定
番
の
人
気
メ
ニ
ュ

ー
か
ら
今
だ
け
の
一
品
ま
で
、
た
く

さ
ん
の
料
理
が
並
び
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
は
、
目
移
り
し
な
が

ら
選
ん
だ
料
理
を
ほ
お
ば
り
、
舌

鼓
を
う
っ
て
い
ま
し
た
。

１_竹のたいまつに

は、廃食油を加工

した環境に優しい

バイオディーゼル

燃料が使われてい

る　２_ 点火　３_

子どもたちが久木

野棒踊りを披露　

４_「ビエント」の

ライブ

１_ おいしい料理を求める人で会場は大に

ぎわい　２・３_しらすや「水俣スウィーツ」

など、人気のメニューも勢揃い　４_ おい

し～い♪

２千本の竹のたいまつが照らす

棚田のあかり
１

２３４

１

２

３

４
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松
村
さ
ん
が
写
真
を
撮
り
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
１
年
半
ほ
ど
前
、
病
気
で
父
親
を
亡
く

し
た
こ
と
で
し
た
。ふ
さ
ぎ
こ
ん
で
い
た
と
き
、

見
慣
れ
て
い
た
は
ず
の
近
所
の
漁
港
の
景
色

に
、ふ
と
心
が
安
ら
ぐ
の
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

海
岸
線
や
出
入
り
す
る
船
、
人
の
営
み
、
波
の

音
や
鳥
の
声
。
美
し
い
と
感
じ
る
ま
ま
に
撮
っ

た
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
公
開
す
る
と
、「
き
れ
い

だ
」「
癒
さ
れ
る
」
と
反
響
が
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
自
分
が
感
じ
た
こ
と
は
、
写
真
を
通
し
て

伝
わ
る
。
そ
う
知
っ
て
か
ら
、
水
俣
の
「
美
し

さ
」
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し
て
伝
え
る
こ
と
が
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
る
と
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
知
り
合
っ
た
カ
メ

ラ
マ
ン
か
ら
、
個
展
の
開
催
を
勧
め
ら
れ
た
松

村
さ
ん
。
だ
め
で
も
と
も
と
と
知
り
合
い
の
お

店
に
相
談
す
る
と
、
快
く
店
舗
の
一
角
を
貸
し

て
く
れ
て
、
初
め
て
の
個
展
が
実
現
し
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
が
「
こ
れ
、
本
当
に
水
俣
の
景
色
な

の
？
」
と
驚
い
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
か
っ
た
の

と
同
時
に
、「
水
俣
の
人
に
も
、
水
俣
の
美
し

さ
を
知
ら
せ
た
い
」
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
以

来
、
開
い
た
個
展
は
７
回
を
数
え
ま
す
。

　
「
写
真
の
技
術
な
ん
て
、
正
直
ま
だ
よ
く
分

か
ら
な
い
」
と
笑
う
松
村
さ
ん
は
、
写
真
の
こ

と
を
「
写
心
」
と
呼
び
ま
す
。
個
展
を
勧
め
て

く
れ
た
カ
メ
ラ
マ
ン
が
つ
け
た
名
前
だ
そ
う
。

心
に
響
い
た
瞬
間
を
素
直
に
写
す
か
ら
、
人

の
心
に
も
届
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
松
村
さ
ん
は
「
内
と
外
に
水
俣
の
良
さ
を

伝
え
て
、
そ
の
２
点
を
つ
な
い
だ
ら
、
き
っ
と

水
俣
が
元
気
に
な
り
ま
す
よ
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
の
ぞ
く
レ
ン
ズ
の
先
に
は
、
大
好

き
な
水
俣
の
未
来
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。

藤

▼
２
年
ぶ
り
の
ロ
ー
ズ
マ
ラ
ソ
ン
、
多
く
の
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加
し
た
人
、

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
人
、
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
初
め
て
マ
ラ
ソ
ン
の
取
材
を
し
ま
し
た
が
、

最
後
の
最
後
で
力
尽
き
ま
し
た
。
軽
い
熱
中
症

で
し
た
▼
小
学
生
の
頃
の
夏
と
い
え
ば
、
朝
に
セ

ミ
採
り
を
し
て
、
部
活
に
行
き
、
終
わ
っ
た
ら
プ

ー
ル
に
行
く
と
い
う
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ

う
な
生
活
で
し
た
。
今
年
は
、
そ
の
頃
の
ア
ク
テ

ィ
ブ
な
自
分
じ
ゃ
な
い
と
体
が
持
た
な
い
気
が

…

。
少
年
時
代
の
　
よ
、
力
を
貸
し
て
く
れ
！

▼
久
木
野
・
寒
川
地
区
の
棚
田
の
あ
か
り
。
毎
年

取
材
の
た
び
に
、
揺
ら
め
く
炎
を
美
し
く
撮
ろ

う
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
が
、「
暗
闇
の
光
」
を
撮

る
の
は
や
っ
ぱ
り
難
し
い
！
そ
し
て
、
難
し
い
か

ら
面
白
い
ん
で
す
ね
▼
こ
の
時
期
の
「
光
る
」
被

写
体
と
い
え
ば
、
ホ
タ
ル
。
自
然
豊
か
な
水
俣
な

ら
、
ホ
タ
ル
を
身
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

カ
メ
ラ
マ
ン
に
と
っ
て
、
と
て
も
ぜ
い
た
く
な
と

こ
ろ
な
の
か
も
▼
今
年
も
、
三
脚
担
い
で
ホ
タ
ル

に
会
い
に
行
き
ま
す
。
来
年
も
、
ず
っ
と
先
で
も
、

ホ
タ
ル
が
舞
う
ま
ち
で
あ
り
ま
す
よ
う
に…

。

Vol.７

編 

集 

後 

記

「
が
ま
だ
す
水
俣
人
辞
典
」
は
、
水
俣
で
頑
張
る
人
を
紹
介
し
て
市
民
み
ん
な
で
応
援
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

福

藤

松村紀子さん（丸島町）

「写心」で伝える「みなまた」
ふるさとの美しい景色を、市内外にＰＲ

　水俣の自然の風景や、地域に暮らす人の

姿。そうしたふるさとの美しさを切り取って

写真展「わたしの好きなみなまた」を開いた

のは、松村紀子さん。インターネット上では、

ＳＮＳを通して同様の作品を公開して、「みな

また」を世界に向けて発信しています。

６月は、湯の児温泉海と夕やけでも個展を開く予定です♪

人人人人人人人人人人人人
V l７

人人人人人人人人水俣ひと辞典がまだす

自慢のペットを大募集 !
 写真（返却不可）に、住所・飼い主＆ペットの名前・電話番号・性別・コメントを添えて

〒867-8555 （住所記載不要） 水俣市総務課まで。写真データの持ち込みもＯＫです！　

 家族自慢
ウチの

ペ ッ ト

徳永さん家（陣内）の 
ち

賢く優しいお姉ちゃんと
やんちゃで無邪気な弟です

すずめちゃん（左・１歳・♀）

てとらくん（右・９カ月・♂）  
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